
■造血幹細胞移植とは

造血器悪性腫瘍（白血病、悪性リンパ腫）や正常な血液を作ることが困難となる疾患
(再生不良性貧血など)の症例に対して、造血幹細胞を移植(静脈より点滴で緩徐に輸注)
して正常な血液を作ることができるようにする治療です。
自分の造血幹細胞を移植する場合（自家移植）と他人から造血幹細胞を頂いて移植する
場合（同種移植）があります。

■住友病院での実績（平成17年～平成28年3月）

・自家末梢血幹細胞移植　　　　74例 
・同種末梢血幹細胞移植　　　  20例 
・同種骨髄移植　　 　　         14例 
・同種臍帯血移植　　　　　　      29例

■住友病院で現在行っている移植は

○骨髄移植（BMT）

正常な自己の骨髄またはHLA型が適合する他人の骨髄を移植する。全身麻酔下で骨髄
穿刺によって採取する。

○末梢血幹細胞移植（PBSCT）
末梢血幹細胞は化学療法による骨髄抑制からの回復期やG-CSF投与後に著しく増加
するので、化学療法後やG-CSF投与後に細胞分離装置（当院ではCOM.TEC）を用いて、
末梢血幹細胞を採取する。

○臍帯血移植（CBT）

対象としている疾患は

急性骨髄性白血病、急性リンパ性白血病 、慢性骨髄性白血病、骨髄異形成症候群
再生不良性貧血、多発性骨髄腫、ホジキンリンパ腫、非ホジキンリンパ腫 等

「さい帯血」は胎盤とへその緒に含まれているおよそ40～100mlの血液です。この血液中
には造血幹細胞が沢山含まれています。当院では、平成22年よりさい帯血バンクから
供給を受けて同種臍帯血移植を開始しています。
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